
ドイツ語学科授業科目表
学則別表Ⅰ－1　ドイツ語学科

科目群 部　門 科　目 単　位
言語・文学・思想研究コース 芸術・文化研究コース 現代社会・歴史研究コース
必　修 選択必修 選　択 必　修 選択必修 選　択 必　修 選択必修 選　択

外

国

語

科

目

初
級
・
中
級
ド
イ
ツ
語

総合ドイツ語Ⅰ 1 3 3 3
総合ドイツ語Ⅱ 1 3 3 3
総合ドイツ語Ⅲ 1 3 3 3
総合ドイツ語Ⅳ 1 3 3 3
基礎ドイツ語Ⅰ 1 2 2 2
基礎ドイツ語Ⅱ 1 2 2 2
応用ドイツ語Ⅰ 1 2 2 2
応用ドイツ語Ⅱ 1 2 2 2
中級ドイツ語リーディングａ 1

2

34

2

34

2

34

中級ドイツ語リーディングｂ 1
中級ドイツ語ライティングａ 1
中級ドイツ語ライティングｂ 1
中級ドイツ語スピーキングａ 1
中級ドイツ語スピーキングｂ 1
中級ドイツ語リスニング（CAL）ａ 1
中級ドイツ語リスニング（CAL）ｂ 1

英　　語 英語 1

上
級
ド
イ
ツ
語

総合ドイツ語Ⅴ 2

8 8 8

総合ドイツ語Ⅵ 2
総合ドイツ語Ⅶ 2
総合ドイツ語Ⅷ 2
上級ドイツ語リーディングａ 2
上級ドイツ語リーディングｂ 2
上級ドイツ語ライティングａ 2
上級ドイツ語ライティングｂ 2
上級ドイツ語スピーキングａ 2
上級ドイツ語スピーキングｂ 2
上級ドイツ語リスニング（CAL）ａ 2
上級ドイツ語リスニング（CAL）ｂ 2
上級ドイツ語（総合）ａ 2
上級ドイツ語（総合）ｂ 2
中世ドイツ語ａ 2
中世ドイツ語ｂ 2
ビジネスドイツ語ａ 2
ビジネスドイツ語ｂ 2
上級ドイツ語特殊演習 2

上級英語 上級英語 2

演

習

科

目

ドイツ語圏
入門

ドイツ語圏入門Ⅰ 2 2 2 2
ドイツ語圏入門Ⅱ 2 2 2 2

基礎演習
基礎演習Ⅰ 2 2 2 2
基礎演習Ⅱ 2 2 2 2

専門演習 専門演習 2 8 8 8

特殊演習

通訳特殊演習 2
翻訳特殊演習 2
インターンシップ特殊演習 2
留学準備特殊演習 2
外国語教育特殊演習 2

概
論
・
専
門
講
義
・
テ
ク
ス
ト
研
究
科
目

言
語
・
文
学
・
思
想

概論

ドイツ語概論ａ 2

4
ドイツ語概論ｂ 2
ドイツ語圏文学・思想概論ａ 2
ドイツ語圏文学・思想概論ｂ 2

専門講義

ドイツ語圏の言語ａ 2

4

ドイツ語圏の言語ｂ 2
ドイツ語圏の文学ａ 2
ドイツ語圏の文学ｂ 2
ドイツ語圏の思想ａ 2
ドイツ語圏の思想ｂ 2
ドイツ語学･文学・思想特殊講義 2

テクスト研究
テクスト研究（語学・文学・思想）ａ 2

8
テクスト研究（語学・文学・思想）ｂ 2
テクスト特殊研究（語学・文学・思想） 2
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概
論
・
専
門
講
義
・
テ
ク
ス
ト
研
究
科
目

芸
術
・
文
化

概　　論
ドイツ語圏芸術・文化概論ａ 2 2
ドイツ語圏芸術・文化概論ｂ 2 2

専門講義

ドイツ語圏の美術ａ 2

4

ドイツ語圏の美術ｂ 2
ドイツ語圏の音楽ａ 2
ドイツ語圏の音楽ｂ 2
ドイツ語圏の演劇ａ 2
ドイツ語圏の演劇ｂ 2
ドイツ語圏のメディア文化ａ 2
ドイツ語圏のメディア文化ｂ 2
ドイツ語圏芸術・文化特殊講義 2

テクスト研究
テクスト研究（芸術・文化）ａ 2

8
テクスト研究（芸術・文化）ｂ 2
テクスト特殊研究（芸術・文化） 2

現
代
社
会
・
歴
史

概　　論

ドイツ語圏現代社会概論ａ 2

4
ドイツ語圏現代社会概論ｂ 2
ドイツ語圏歴史概論ａ 2
ドイツ語圏歴史概論ｂ 2

専門講義

ドイツ語圏の政治・経済ａ 2

4

ドイツ語圏の政治・経済ｂ 2
ドイツ語圏の歴史ａ 2
ドイツ語圏の歴史ｂ 2
ドイツ語圏の地域・環境問題ａ 2
ドイツ語圏の地域・環境問題ｂ 2
ドイツ語圏とEUａ 2
ドイツ語圏とEUｂ 2
ドイツ語圏現代社会・歴史特殊講義 2

テクスト研究
テクスト研究（現代社会・歴史）ａ 2

8
テクスト研究（現代社会・歴史）ｂ 2
テクスト特殊研究（現代社会・歴史） 2

交流文化 交流文化論＊ 2
学科総合講座 2

免　　許＊＊

ドイツ語科教科教育法Ⅰ 2
ドイツ語科教科教育法Ⅱ 2
ドイツ語科教科教育法Ⅲ 2
ドイツ語科教科教育法Ⅳ 2

卒業論文 4
外国語学部共通科目（別表Ⅰ－５） 2 2 2 2

全
学
共
通
授
業
科
目

全
学
総
合
科
目
群

（
別
表
Ⅳ

－

1
）

全学総合講座部門 4 4 4
全学共通講義科目部門

16 16 16全学共通実践科目部門
スポーツ・レクリエーション部門

外
国
語
科
目
群

（
別
表
Ⅳ

－

2
）

英語部門
10 10 10

日本語部門＊＊＊

外国語部門（英語以外）

卒業に必要な単位数合計 50 44 34 54 40 34 50 44 34
128 128 128

備考
（1）主として履修する１コースより、「概論」4単位、「専門講義」4単位、「テクスト研究」8単位を必修または選択必修として履修する。
（2）卒業に必要な選択科目のうち20単位までは、他学部および他学科の単位をもって代用できる。ただし、他学部科目の単位は、8単位以内とする。
（3）交流文化論（＊印）は、「別表Ⅰ－4 交流文化学科」学科専門科目ツーリズム部門およびトランスナショナル文化部門の別に定める科目から、16単位を上限として履修することができる。
（4）「ドイツ語科教科教育法Ⅰ」、「ドイツ語科教科教育法Ⅱ」、「ドイツ語科教科教育法Ⅲ」、「ドイツ語科教科教育法Ⅳ」（＊＊印）は、教職課程履修者のみ履修することができる。
（5）日本語部門（＊＊＊印）は、外国人学生および帰国学生が、別に定める規程に基づき履修することができる。
○本表は、2019年度入学者から適用する。ただし、2018年度以前に入学した者ならびに2019年度以前に第2学年に入学した者および2020年度以前に第3学年に入学した者については、なお従
前の例による。
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ドイツ語学科科目特性表

科
目
群

部　門 科　目 単位
学期配当

受講制限 既修条件 重複
履修 備　考

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

外

国

語

科

目

初
級
・
中
級
ド
イ
ツ
語

総合ドイツ語Ⅰ 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定 ×
総合ドイツ語Ⅱ 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定 総合ドイツ語Ⅰ ×
総合ドイツ語Ⅲ 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 受講指定 総合ドイツ語Ⅱ ×
総合ドイツ語Ⅳ 1 ● ○ ○ ○ ○ 受講指定 総合ドイツ語Ⅲ ×
基礎ドイツ語Ⅰ 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定 ×
基礎ドイツ語Ⅱ 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ クラス指定 基礎ドイツ語Ⅰ ×
応用ドイツ語Ⅰ 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ 受講指定 基礎ドイツ語Ⅱ ×
応用ドイツ語Ⅱ 1 ● ○ ○ ○ ○ 受講指定 応用ドイツ語Ⅰ ×
中級ドイツ語リーディング a 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語リーディング b 1 ○ ● ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語ライティング a 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語ライティング b 1 ○ ● ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語スピーキング a 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語スピーキング b 1 ○ ● ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語リスニング（CAL） a 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
中級ドイツ語リスニング（CAL） b 1 ○ ● ○ ○ ○ ○ ◎ ×

英　　語 英語 1 ● ● ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 上限2単位

上
級
ド
イ
ツ
語

総合ドイツ語Ⅴ 2 ● ○ ○ ○ ◎ 総合ドイツ語Ⅳ ×
総合ドイツ語Ⅵ 2 ○ ● ○ ○ ◎ 総合ドイツ語Ⅳ ×
総合ドイツ語Ⅶ 2 ○ ○ ● ○ ◎ 総合ドイツ語Ⅳ ×
総合ドイツ語Ⅷ 2 ○ ○ ○ ● ◎ 総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語リーディング a 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語リーディング b 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語ライティング a 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語ライティング b 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語スピーキング a 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語スピーキング b 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語リスニング（CAL） a 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語リスニング（CAL） b 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語（総合） a 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
上級ドイツ語（総合） b 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ×
中世ドイツ語 a 2 ○ ○ ○ ○ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
中世ドイツ語 b 2 ○ ○ ○ ○ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
ビジネスドイツ語 a 2 ○ ○ ○ ○ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
ビジネスドイツ語 b 2 ○ ○ ○ ○ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
上級ドイツ語特殊演習 2 ○ ○ ○ ○ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○

上級英語 上級英語 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 上限4単位

演

習

科

目

ドイツ語圏
入門

ドイツ語圏入門Ⅰ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 受講指定 ×
ドイツ語圏入門Ⅱ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 受講指定 ×

基礎演習
基礎演習Ⅰ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ 受講指定 ×
基礎演習Ⅱ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ 受講指定 ×

専門演習 専門演習 2 ● ● ● ● ◎ ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱおよび
基礎演習ⅠまたはⅡ ○ 上限8単位

原則、5学期から8学期で履修

特殊演習

通訳特殊演習 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ○
翻訳特殊演習 2 ○ ○ ○ ○ ◎ ○
インターンシップ特殊演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
留学準備特殊演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

外国語教育特殊演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 学期配当の詳細はシラバス
等を参照すること。
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概
論
・
専
門
講
義
・
テ
ク
ス
ト
研
究
科
目

言
語
・
文
学
・
思
想

概　　論

ドイツ語概論ａ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語概論ｂ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏文学・思想概論ａ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏文学・思想概論ｂ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

専門講義

ドイツ語圏の言語ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の言語ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の文学ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の文学ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の思想ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の思想ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語学・文学・思想特殊講義 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テクスト研究
テクスト研究（語学・文学・思想）ａ 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
テクスト研究（語学・文学・思想）ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
テクスト特殊研究（語学・文学・思想） 2 ○ ○ ○ ○ ○

芸
術
・
文
化

概　　論
ドイツ語圏芸術・文化概論ａ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏芸術・文化概論ｂ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

専門講義

ドイツ語圏の美術ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の美術ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の音楽ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の音楽ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の演劇ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の演劇ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏のメディア文化ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
ドイツ語圏のメディア文化ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
ドイツ語圏芸術・文化特殊講義 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テクスト研究
テクスト研究（芸術・文化）ａ 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
テクスト研究（芸術・文化）ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
テクスト特殊研究（芸術・文化） 2 ○ ○ ○ ○ ○

現
代
社
会
・
歴
史

概　　論

ドイツ語圏現代社会概論ａ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏現代社会概論ｂ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏歴史概論ａ 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏歴史概論ｂ 2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

専門講義

ドイツ語圏の政治・経済ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の政治・経済ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の歴史ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の歴史ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の地域・環境問題ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏の地域・環境問題ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ドイツ語圏とEU ａ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
ドイツ語圏とEU ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ×
ドイツ語圏現代社会・歴史特殊講義 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テクスト研究
テクスト研究（現代社会・歴史）ａ 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
テクスト研究（現代社会・歴史）ｂ 2 ○ ○ ○ ○ ◎ 応用ドイツ語Ⅱまたは総合ドイツ語Ⅳ ○
テクスト特殊研究（現代社会・歴史） 2 ○ ○ ○ ○ ○

交流文化 交流文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 重複履修可。ただし副題が
異なること。上限16単位。

学科総合講座 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

免　　許

ドイツ語科教科教育法Ⅰ ● ○ ○ ○ ○ ○ × 教職課程履修者のみ履修可
ドイツ語科教科教育法Ⅱ ● ○ ○ ○ ○ × 教職課程履修者のみ履修可
ドイツ語科教科教育法Ⅲ ● ○ ○ ○ × 教職課程履修者のみ履修可
ドイツ語科教科教育法Ⅳ ● ○ ○ × 教職課程履修者のみ履修可

卒業論文 ＊ ○ ×
外国語学部共通科目 外国語学部共通科目のページを参照
全学共通授業科目 全学共通授業科目のページを参照

備考
（1）学期配当欄の○印は履修できる学期を、●印は履修が望まれる学期を示しています。
（2）受講制限欄に◎印のあるものは定員があります。「授業時間割表」で人数を確認してください。
（3）卒業論文（＊印）は、原則として7学期に所定の手続きが必要です。
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ドイツ語学科のカリキュラム
カリキュラムの特色

卒業に必要な単位数

各学期に登録できる単位数

既修条件について

進級について

ドイツ語学科のカリキュラムは、十分なドイツ語運用能力の養成と、ドイツ語圏の言語・
文化・歴史・社会に関する専門知識および研究能力の修得を目指しています。
ドイツ語運用能力は、1～4学期に「外国語科目」の「初級・中級ドイツ語」を、5～8学

期に「上級ドイツ語」を履修することにより養成します。
ドイツ語圏の文化や社会に関する専門知識および研究能力は、1～2学期に「演習科目」
の「ドイツ語圏入門」を、3～4学期に「基礎演習」を、さらに5～8学期に「専門演習」を
履修することで、またそれと並行して1～8学期に「概論・専門講義・テクスト研究科目」
を履修することで、その修得を目指します。
「概論・専門講義・テクスト研究科目」については、「言語・文学・思想」「芸術・文化」「現
代社会・歴史」の3つの部門に分かれており、それに応じて3つのコースが設けられていま
すので、そのひとつを選択することにより各自の興味に合わせて専門の勉強を深めることが
できます（P.43を参照）。

科目群ごとに次の要件を満たし、128単位を修得します。
科目群等 必修・選択必修 選択

外国語科目 30単位

34単位
ただし、
必修のドイツ語科目を除く

演習科目 16単位
概論・専門講義・テクスト研究科目
注意：コースによって卒業までに修得しなければなら

ない科目が異なる
16単位

卒業論文 －
外国語学部共通科目   2単位
全学共通授業科目 30単位

合　　計 128単位

選択科目のうち20単位までは、他学部および他学科の単位を卒業要件に算入することが
できます。ただし、他学部科目の単位は、8単位以内に限ります。

1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期 7学期 8学期
22単位 22単位 23単位 23単位 24単位 24単位 24単位 24単位

教職・司書・司書教諭課程科目は登録上限に含まれません。

「総合ドイツ語Ⅰ～Ⅷ」「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「応用ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」などには既修条件
がついており、一定の科目を修得しないと、次のステップに進めません。既修条件の詳細に
ついては、「ドイツ語学科科目特性表」（P.40～41）を参照してください。

8学期まで修得単位数に関係なく進級できます。しかし、特に必修・選択必修の科目、な
かでも「総合ドイツ語Ⅰ～Ⅳ」「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「応用ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」「ドイツ語圏
入門Ⅰ・Ⅱ」「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」など、他の科目の既修条件となる科目を順調に修得できな
いと、4年間で卒業することが難しくなります。
また、各学期で登録できる単位数に上限があるため、4学期終了時までに32単位、または

6学期終了時までに80単位を修得できない場合は、4年間で卒業することができません。た
だし、「大学以外の教育施設等における学修」（P.16）、短期留学等による単位の認定を受け
た場合はこの限りではありません。自身の履修登録の妨げとならないように、登録した科目
は確実に修得するよう心がけてください。
なお、休学した場合は、同一学期にとどまります。
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ドイツ語学科の
カリキュラムイメージ

コースについて

「交流文化論」

必修・選択必修科目［94単位］

外国語科目
［30］

演習科目
［16］

概論・専門講義・テクスト研究科目
［16］

外国語学部
共通科目
［2］

全学共通
授業科目
［30］

7・8
学期

総合ドイツ語
Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ

上級ドイツ語科目＊＊

中世ドイツ語a・b
ビジネスドイツ語a・bなど

専門演習
［8］（2×4）

概論
［4］（2×2）

専門講義
［4］（2×2）

テクスト研究
［8］（2×4）

外国語学部
共通科目
授業科目表
（P.34）

全学共通
授業科目表
（P.26）

［外国語科目群
英語部門
「English」
10単位必修
を含む］

5・6
学期

3・4
学期

総合ドイツ語
Ⅲ・Ⅳ

［6］（1×6）

応用ドイツ語
Ⅰ・Ⅱ

［4］（1×4）

中級ドイツ語
科目＊

［2］（1×2）

基礎演習
Ⅰ・Ⅱ

［4］（2×2）

1・2
学期

総合ドイツ語
Ⅰ・Ⅱ

［6］（1×6）

基礎ドイツ語
Ⅰ・Ⅱ

［4］（1×4）

ドイツ語圏
入門Ⅰ・Ⅱ
［4］（2×2）

［　］内の数字は単位数を表しています。［4］（2×2） ＝［4単位］（2単位科目×2コマ）
＊　中級ドイツ語科目とは、「中級ドイツ語リーディングa・b」「中級ドイツ語ライティングa・b」「中級ドイツ語スピーキングa・b」「中

級ドイツ語リスニング（CAL）a・b」を指します。
＊＊上級ドイツ語科目とは、「上級ドイツ語リーディングa・b」「上級ドイツ語ライティングa・b」「上級ドイツ語スピーキングa・b」「上

級ドイツ語リスニング（CAL）a・b」「上級ドイツ語（総合）a・b」を指します。

選択科目［34単位］
「外国語科目」「演習科目」「概論・専門講義・テクスト研究科目」「卒業論文」「外国語学部
共通科目」「全学共通授業科目」「他学部・他学科科目」より履修。

「概論・専門講義・テクスト研究科目」については、「言語・文学・思想」「芸術・文化」「現
代社会・歴史」の3つの部門に分かれており、それに応じて3つのコースが設けられています。
5学期の履修登録時に、これら3コースから、各自の興味に合わせてひとつのコースを選択
します。コースによって卒業までに修得しなければならない科目が異なります。詳細につい
ては「ドイツ語学科授業科目表」（P.38～39）を参照してください。

言語・文学・思想研究コース（部門） 芸術・文化研究コース（部門） 現代社会・歴史研究コース（部門）
概論 専門講義 テクスト研究 概論 専門講義 テクスト研究 概論 専門講義 テクスト研究

7・8学期
5・6学期
※5学期の
　履修登録
　時にコー
　スを選択

ドイツ語概論
a・b

ドイツ語圏
文学・思想概論

a・b

ドイツ語圏の
言語a・b

ドイツ語圏の
文学a・b

ドイツ語圏の
思想a・b

テクスト研究
（語学・文学・
　思想）a・b

ドイツ語圏
芸術・文化概論

a・b

ドイツ語圏の
美術a・b

ドイツ語圏の
音楽a・b

ドイツ語圏の
演劇a・b

ドイツ語圏の
メディア文化

a・b

テクスト研究
（芸術・文化）

a・b

ドイツ語圏
現代社会概論

a・b

ドイツ語圏
歴史概論

a・b

ドイツ語圏の
政治・経済a・b

ドイツ語圏の
歴史a・b

ドイツ語圏の
地域・環境問題

a・b

ドイツ語圏と
EU a・b

テクスト研究
（現代社会・
　歴史）a・b

3・4学期

1・2学期

これら3つのコース（部門）とは別に、「交流文化論」が選択科目として設けられています。
「交流文化論」は、「交流文化学科」の別に定める科目（P.33参照）から、16単位を上限と
して3学期より履修することができます。

ドイツ語運用能力の修得 専門知識および研究能力の修得

［8］（2×4）
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1学年（1・2学期）
登録できる単位数

履修できる科目
クラス指定の必修科目

選択できる科目

1学期に登録できる単位数は22単位、2学期に登録できる単位数も22単位です。ただし、
教職課程科目はこの中に含まれません。

1・2学期に、クラス指定の必修科目（「総合ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」および「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」）
を合わせて10単位、また全クラス合同の必修科目（「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」）を合わせて4
単位履修しなければなりません。加えて全学共通授業科目英語部門「English」のうち受講
指定の4単位を必修で履修しなければなりません。
指定されたすべての必修科目を履修したうえで、さらに各学期で定められている履修単位
の上限を超えない範囲で、「概論・専門講義・テクスト研究科目」（1・2学期は概論のみ履修可）、
「外国語学部共通科目」、「全学共通授業科目」などを選択して登録することができます。

外国語科目
科　目 単位数 備　考

総合ドイツ語Ⅰ 3（1単位×週3回） クラス指定
総合ドイツ語Ⅱ 3（1単位×週3回） クラス指定
基礎ドイツ語Ⅰ 2（1単位×週2回） クラス指定
基礎ドイツ語Ⅱ 2（1単位×週2回） クラス指定

演習科目
科　目 単位数 備　考

ドイツ語圏入門Ⅰ 2（2単位×週1回） 全クラス合同
ドイツ語圏入門Ⅱ 2（2単位×週1回） 全クラス合同

全学共通授業科目
部　門 科　目 単位数 備　考

英語部門 English 4（1単位×4科目） 受講指定

概論・専門講義・テクスト研究科目
科　目 単位数 備　考

ドイツ語概論a・b 4（2単位×2科目）
ドイツ語圏文学・思想概論a・b 4（2単位×2科目）
ドイツ語圏芸術・文化概論a・b 4（2単位×2科目）
ドイツ語圏現代社会概論a・b 4（2単位×2科目）
ドイツ語圏歴史概論a・b 4（2単位×2科目）

外国語学部共通科目
「外国語学部共通科目について」（P.34）を参照し、1・2学期に履修できる科目の中から
選択してください。

全学共通授業科目
「全学共通授業科目」の章（P.26～29）を参照してください。
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「総合ドイツ語」

〈注　意〉

「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」

〈注　意〉

「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」

「English」
（全学共通授業科目）

再履修について

「総合ドイツ語」とは、「総合ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」（必修）、および「総合ドイツ語V・
Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ」（選択必修）の総称で、総合的なドイツ語運用能力の養成を目的とする科目です。
「総合ドイツ語」では、ネイティヴ・スピーカー（外国人教員）を中心とした教育を行います。
また、既修クラスを除き全クラスが同一教材を同一進度で学習し、共通の評価方法がとられ
ます。
「総合ドイツ語Ⅰ～Ⅳ」では、適切な学習効果を得るため、段階を踏んで授業プログラム
が組まれていますので、必ずローマ数字の順番に履修してください。

1・2学期に履修する「総合ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」（必修）の授業は週3回行われます。

当該学期に単位を修得できなかった場合は、次のステップに進めず、次学期も同じ科目を
履修することになります。

「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」（必修）は、ドイツ語の基本を学ぶことを目的とする科目です。
「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」では、週2回授業が行われ、既修クラスを除き全クラスが同一教
材を同一進度で学習し、統一試験により共通の評価方法がとられます。
また、適切な学習効果を得るため、段階を踏んで授業プログラムが組まれていますので、
必ずローマ数字の順番に履修してください。

当該学期に単位を修得できなかった場合は、次のステップに進めず、次学期も同じ科目を
履修することになります。

「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」は、ドイツ語圏に関する入門的な知識および基本的な「知のスキル」
の修得を目的とする科目です。

1・2学期に履修する「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」は、「演習科目」の土台となる科目で、3・
4学期に履修する「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」、さらに5～8学期に履修する「専門演習」へと段階的
につながっていきます。それにより、ステップを踏みながらドイツ語圏の言語・文化・社会
に関する研究能力の養成を図ります。
同じく1・2学期から履修可能な「概論・専門講義・テクスト研究科目」の「ドイツ語概論a・b」

「ドイツ語圏文学・思想概論a・b」「ドイツ語圏芸術・文化概論a・b」「ドイツ語圏現代社会
概論a・b」「ドイツ語圏歴史概論a・b」と並行して履修することにより、ドイツ語学科で学
修すべきことの全体像を概観するとともに、「コース」や「専門演習」を選択する際の手が
かりを見つけてください。

1学期から8学期までに、全学共通授業科目英語部門「English」から、必修として合計10
単位を履修します。

「総合ドイツ語」「基礎ドイツ語」については、学期ごとの成績判定により未修得となった
場合、次学期に再履修の科目を履修することになります。
①1学期に修得すべき科目を未修得の学生は、2学期に履修できる科目に優先して、その科目
を履修します。その際は、『授業時間割表』の指示にしたがってください。
②再履修の方法は、科目により異なります。『授業時間割表』の指示にしたがって履修して
ください。
③再履修科目と必修科目の曜日・時限が重複した場合は、教務課外国語学部係に相談してく
ださい。
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2学年（3・4学期）

登録できる単位数

履修できる科目
受講指定の必修科目

選択できる科目

3・4学期は、学修上の進路を決定する大切な時期です。
とりわけ5学期の履修登録時に行うコース選択（「言語・文学・思想研究」「芸術・文化研
究」「現代社会・歴史研究」の3コースから、各自の興味に合わせてひとつのコースを選択）
の準備を進めるとともに、4学期に、5～8学期で履修する「専門演習」の選択および決定を
行わなければなりません。
また、履修できる専門科目も増え、さらに他学部・他学科科目の履修も可能となってきます。
自分がどういう方向で専門の勉強を進めていくのかをよく見定めて、履修計画を立ててく
ださい。

3学期に登録できる単位数は23単位、4学期に登録できる単位数も23単位です。ただし、
教職・司書・司書教諭課程科目はこの中に含まれません。

外国語科目
科　目 単位数 備　考

総合ドイツ語Ⅲ 3（1単位×週3回） 受講指定
総合ドイツ語Ⅳ 3（1単位×週3回） 受講指定
応用ドイツ語Ⅰ 2（1単位×週2回） 受講指定
応用ドイツ語Ⅱ 2（1単位×週2回） 受講指定

演習科目
科　目 単位数 備　考

基礎演習Ⅰ 2（2単位×週1回） 受講指定
基礎演習Ⅱ 2（2単位×週1回） 受講指定

全学共通授業科目
部　門 科　目 単位数 備　考

英語部門 English 4（1単位×4科目） 受講指定

外国語科目
3・4学期に履修できる「外国語科目」については、「ドイツ語学科科目特性表」（P.40～

41）を参照してください。

概論・専門講義・テクスト研究科目
3・4学期に履修できる「概論・専門講義・テクスト研究科目」については、「ドイツ語学

科科目特性表」（P.40～41）を参照してください。

外国語学部共通科目
3・4学期に履修できる「外国語学部共通科目」については、「外国語学部共通科目特性表」

（P.34）を参照してください。

全学共通授業科目
3・4学期に履修できる「全学共通授業科目」については、「全学共通授業科目」の章（P.26
～29）を参照してください。

他学部・他学科科目
他学部・他学科のページを参照してください。
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「総合ドイツ語Ⅲ・Ⅳ」

〈注　意〉

「応用ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」

〈注　意〉

中級ドイツ語科目
および「英語」

（ドイツ語学科の外国語科目）

「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」

〈注　意〉

「English」
（全学共通授業科目）

「専門演習」の選択と決定
およびコース選択の準備

「総合ドイツ語Ⅲ・Ⅳ」（必修）は、「総合ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」の成績に応じてクラス分けを
します。指定されたクラスの科目を履修してください。
授業は週3回行われ、全クラスが同一教材を同一進度で学習し、共通の評価方法がとられます。
適切な学習効果を得るため、段階を踏んで授業プログラムが組まれていますので、必ずロー
マ数字の順番に履修してください。「総合ドイツ語Ⅱ」を修得していないと「総合ドイツ語Ⅲ」
を、また「総合ドイツ語Ⅲ」を修得していないと「総合ドイツ語Ⅳ」を履修できません。

当該学期に単位を修得できなかった場合は、次のステップに進めず、次学期も同じ科目を
履修することになります。

「応用ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」（必修）は、「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」で修得したドイツ語の基本的
な力をさらに発展させ、応用力を高めることを目的とする科目です。
「応用ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」は、「基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ」の成績に応じてクラス分けをします。
指定されたクラスの科目を履修してください。
授業は週2回行われ、全クラスが同一教材を同一進度で学習し、統一試験により共通の評

価方法がとられます。
適切な学習効果を得るため、段階を踏んで授業プログラムが組まれていますので、必ずロー
マ数字の順番に履修してください。「基礎ドイツ語Ⅱ」を修得していないと「応用ドイツ語Ⅰ」
を、また「応用ドイツ語Ⅰ」を修得していないと「応用ドイツ語Ⅱ」を履修できません。

当該学期に単位を修得できなかった場合は、次のステップに進めず、次学期も同じ科目を
履修することになります。

中級ドイツ語科目には、「中級ドイツ語リーディングa・b」「中級ドイツ語ライティングa・b」
「中級ドイツ語スピーキングa・b」「中級ドイツ語リスニング（CAL）a・b」があり、3学期以降、
選択必修として履修することができます。
またこれらと並ぶ選択必修として、「英語」（ドイツ語学科の外国語科目/上限2単位）を履
修することもできます。

「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」では、1・2学期に履修した「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」を土台としながら、
少人数の演習形式による調査・研究・発表・討論を通して、ドイツ語圏の文化や社会に関す
る研究能力の養成を図ります。
この科目は、5～8学期に履修する「専門演習」への準備となるものです。

5～8学期に履修する「専門演習」に登録するためには、必ず「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」
および「基礎演習ⅠまたはⅡ」を修得しておかなければなりません。

1学期から8学期までに、全学共通授業科目英語部門「English」から、必修として合計10
単位を履修します。

4学期の段階で、5～8学期に履修する「専門演習」の選択および決定を行います。
自分がどういう方向で専門の勉強を進めたいのかをよく見定めて「専門演習」を選択し、
決定してください。
またそれと並行して、5学期の履修登録時に行うコース選択（「言語・文学・思想研究」「芸
術・文化研究」「現代社会・歴史研究」の3コースから、各自の関心に合わせてひとつのコー
スを選択）の準備も進めておいてください。
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再履修について 「総合ドイツ語」「応用ドイツ語」については、学期ごとの成績判定により未修得となった
場合、次学期に再履修科目を履修することになります。
また、すでに修得した科目を登録することはできません（ただし、重複履修できる科目を
除く）。
①1・2学期に修得すべき科目を未修得の学生は、3・4学期に履修できる科目に優先して、
その科目を履修します。その際は、『授業時間割表』の指示にしたがってください。
②再履修の方法は、科目により異なります。『授業時間割表』の指示にしたがって履修して
ください。
③再履修科目と3・4学期の必修科目の曜日・時限が重複した場合は、教務課外国語学部係
に相談してください。
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3学年（5・6学期）
登録できる単位数

履修できる科目

コースの選択について

履修上の注意
「専門演習」

「総合ドイツ語Ⅴ～Ⅷ」

上級ドイツ語部門および
「上級英語」

「テクスト研究」

5学期に登録できる単位数は24単位、6学期に登録できる単位数も24単位です。ただし、
教職・司書・司書教諭課程科目はこの中に含まれません。

科目特性表で履修できる科目を確認のうえ、履修してください。すでに修得済みの科目は
履修できません（ただし、重複履修できる科目を除く）。

「概論・専門講義・テクスト研究科目」については、「言語・文学・思想」「芸術・文化」「現
代社会・歴史」の3つの部門に分かれており、それに応じて3つのコースが設けられています。
5学期の履修登録時に、これら3コースから、各自の興味に合わせてひとつのコースを選択
します。コースごとに卒業までに修得しなければならない科目が異なります。一度選択した
コースを変更することはできませんので、注意してください。詳細については「ドイツ語学
科授業科目表」（P.38～39）を参照してください。

「専門演習」（＝ゼミ）は、4学期の段階で行われる「専門演習」の選考で決定した授業を
履修してください。
「専門演習」は、必修科目であり、原則として5～8学期を通して同一の担当教員のもとで
履修します。
「専門演習」を履修するためには、必ず「ドイツ語圏入門Ⅰ・Ⅱ」および「基礎演習ⅠまたはⅡ」
を修得していなければなりません。

「総合ドイツ語Ⅰ～Ⅳ」（1～4学期）は必修科目でしたが、「総合ドイツ語Ⅴ・Ⅵ」（5・6学期）
および「総合ドイツ語Ⅶ・Ⅷ」（7・8学期）は選択必修科目となります。
「総合ドイツ語Ⅳ」を修得していないと「総合ドイツ語Ⅴ」以上を履修できません。
「総合ドイツ語Ⅴ・Ⅵ」（5・6学期）および「総合ドイツ語Ⅶ・Ⅷ」（7・8学期）と並ぶ選
択必修科目としては、他の「上級ドイツ語」科目および「上級英語」科目があります。

上級ドイツ語部門には、上記の「総合ドイツ語Ⅴ・Ⅵ」および「総合ドイツ語Ⅶ・Ⅷ」の
ほか、「上級ドイツ語リーディングa・b」「上級ドイツ語ライティングa・b」「上級ドイツ語
スピーキングa・b」「上級ドイツ語リスニング（CAL）a・b」「上級ドイツ語（総合）a・b」、
さらに「中世ドイツ語a・b」「ビジネスドイツ語a・b」があり、5学期以降、選択必修とし
て履修することができます。これらの科目を履修するためには、必ず「応用ドイツ語Ⅱ」ま
たは「総合ドイツ語Ⅳ」を修得していなければなりません。
またこれらと並ぶ選択必修として、「上級英語」（ドイツ語学科の外国語科目／上限4単位）

を履修することもできます。

「テクスト研究」は、3つのコースに応じて「テクスト研究（語学・文学・思想）a・b」「テ
クスト研究（芸術・文化）a・b」「テクスト研究（現代社会・歴史）a・b」が開講されています。

5学期の履修登録時に選択したコースによって、どの「テクスト研究」を選択必修として
履修しなければならないかが異なってきますから注意してください。詳しくは「ドイツ語学
科授業科目表」（P.38～39）を参照してください。
これらの科目を履修するためには、必ず「応用ドイツ語Ⅱ」または「総合ドイツ語Ⅳ」を
修得していなければなりません。
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「English」
（全学共通授業科目）

再履修について

1学期から8学期までに、全学共通授業科目英語部門「English」から、必修として合計10
単位を履修します。

①1・2学期および3・4学期に指定された必修科目および選択必修科目の単位を修得できな
かった学生は、すべての科目に優先してその科目を履修してください。
②再履修の方法は、科目により異なります。『授業時間割表』の指示にしたがって履修して
ください。
③「専門演習」と再履修科目の曜日・時限が重複した場合は、教務課外国語学部係に相談
してください。
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4学年（7・8学期）
登録できる単位数

履修上の注意
「卒業論文」

「専門演習」

「総合ドイツ語Ⅴ～Ⅷ」

「テクスト研究」

再履修について

卒業について

卒業再試験

7学期に登録できる単位数は24単位、8学期に登録できる単位数も24単位です。ただし、
教職・司書・司書教諭課程科目はこの中に含まれません。

「卒業論文」は、4単位の選択科目です。この科目は、卒業再試験の対象となりません。
詳細については、外国語学部「卒業論文」の項（P.34）を参照してください。

「専門演習」（必修）は、原則として5・6学期と同一の担当教員のもとで履修します。

「総合ドイツ語Ⅶ・Ⅷ」（7・8学期）は選択必修科目です。
「総合ドイツ語Ⅳ」を修得していないと「総合ドイツ語Ⅴ」以上を履修できません。

5学期の履修登録時に選択したコースごとに、どの「テクスト研究」を選択必修として履
修しなければならないかが異なってきますから、改めてそれを確認したうえで履修してくだ
さい。詳しくは「ドイツ語学科授業科目表」（P.38～39）を参照してください。

①5・6学期までに指定された必修科目および選択必修科目の単位を修得できなかった学生は、
すべての科目に優先してその科目を履修してください。
②再履修の方法は、科目により異なります。『授業時間割表』の指示にしたがって履修して
ください。
③「専門演習」と再履修科目の曜日・時限が重複した場合は、教務課外国語学部係に相談
してください。

卒業に必要な単位は128単位です。コースにより卒業要件が異なりますので、卒業要件を
満たしているかどうかよく確認したうえで、十分注意して履修登録を行ってください。
卒業合格発表は、3月上旬です。

卒業再試験とは、卒業に必要な単位のうち、不足が4科目以内である場合に受けられる試
験です。ただし、科目担当教員の評価が「FG」（不可で再試験不許可）の科目と、「X」（評
価不能）の科目については、受験することができません。
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